







































1　目標規定文、概要 9 月 21 日
2　ポスター発表 10 月 5 日
3　第 1 稿 10 月 14 日
4　第 2 稿 11 月 4 日

















及び 5 年プログラム候補生が履修対象となる。5 年プログラムとは、大学入学から修士
号取得までを 5 年で修了するプログラムであり、本コース履修時点では学部 4 年生で
ある。また十分な日本語運用能力があれば日本人学生のみならず、留学生、帰国生も履
修が可能である。2016 年度の履修者の内訳を見ると、14 名のうち 1 名は留学生であっ
た。学年別に見ると、修士課程 2 年目の学生が 4 名、1 年目の学生が 7 名、5 年プログ
ラム生が 3 名であった。次に履修者を専攻別に見ていくと、比較文化専攻 6 名、心理・
教育学専攻 4 名、公共政策・社会研究専攻 3 名、理学専攻 1 名であった。さらに専攻テー
マ別に細かく見ると、教育学専修 3 名、言語教育専修 1 名、日本文化研究専修 3 名（歴
史 2 名、哲学 1 名）、超学域文化研究専修 3 名（アメリカ史 1 名、イギリス史 1 名、ア
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2−4. スケジュール




























⑤ 10 月 5 日（水） 概要のポスター発表 序論を書く
⑥ 10 月 12 日（水） 序論検討　
参考文献、引用（執筆基準参照）
ピア活動⇒授業内個別指導
第 1 稿提出 
⑦ 10 月 19 日（水） 要約、レジュメ、プレゼンテーション、 
文章の点検について
個別指導 ：第 1 稿
⑧ 10 月 26 日（水） 論文プレゼンテーション
10 分発表＋ Q&10 分 x7 人＝ 140 分
⑨ 11 月 2 日（水） 論文プレゼンテーション
10 分発表＋ Q&A10 分 x7 人＝ 140 分　
第 2 稿提出
⑩ 11 月 9 日（水） 個別指導 ：第 2 稿 最終原稿をポートフォリオとして提







行った授業はコース前半の第 1 ～ 3 回で、論文の構成と構成要素、およびパラグラフ・
ライティングについて導入・演習を行った。第 4 回目以降は、上記スケジュールに沿っ
てアウトライン、序論、第 1 稿、第 2 稿と書き進め、それぞれの段階でクラスメート
とお互いに書いたものを読み合うピア・リーディング活動、および教師による個別指導
を行った。またコース中間にあたる第 5 回目には、レポートの概要についてのポスター


































ローバル化とは」のいずれかのトピック 30 分以内で 400 字のパラグラフ・ライティン
グを書かせ、クラスメートとのピアワークを経てリライトした上で提出させた。








の個別指導を受けるという流れで進めた。第 1 稿、第 2 稿については学生同士のピア・
リーディング活動は行わず、各学生 20 分ずつ教師との個別指導を実施した。
2−5−4. ポスター発表とプレゼンテーション




























という点は、本コースの大きな存在意義であると思われる。池田（2007）は Ferris & 
















3−2. 修士課程学生と 5 年プログラム生の混在
現在、本コースは毎年秋学期にのみ開講されている。上記 2-3 でも述べたように、本
コースには修士課程学生と 5 年プラグラム生が混在しており、修士論文提出までの時間




2 年目：春学期　→　秋学期　→　冬学期（修士論文提出 1 月）
− 21 −
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表 3：5 年プログラム学生の本コース履修例
4 年目：春学期　→　秋学期（本コース履修）　→　冬学期　（卒業論文提出 2 月）
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資料 1　論文の構成例
二通信子他（2009）　『留学生と日本人学生のためのレポート・論文表現ハンドブック』　東京大学出版会　pp.9-10 

